
再開発が進む羽田空港跡地の中で、産業界の注目を集める「HANEDA INNOVATION CITY
（HICity：エイチ・アイ・シティ）」。今年7月、いよいよ一部が先行開業する。羽田空港エリアにで
きる「スマートエアポートシティ※1」が可能にする、すぐそこにある未来を紹介する。

ブルーのエリアが先端産業分野の施設で、ピンクのエリアが文化産業分野の施設。多彩な施設を併設するこ
とで多種多様な人が集まりやすくし、相互に刺激し合うことで、イノベーションが生まれる

上：自律走行バス。 中：アバターロボット「newme
（ニューミー）」を介してリモートで商品を説明する

様 子。 下： 鹿 島 が 開 発 を 進 め て い る「 ３ D 
K-Field」のイメージ

オープンイノベーションを創出
日本の課題を解決する

広告企画 羽田空港 特集
HANEDA  AIRPORT

※ 1 スマートエアポートシティ：空港近接地における大規模複
合施設開発であり、実証実験などの取り組みを行うスマートシ
ティの意　※ 2 低侵襲治療：大きな開腹を伴わず、内視鏡など
を使って行う外科手術　※ 3 BIM/CIM：Building Information 
Modeling、Construction Information Modeling/
Management の略。前者がビルの 3 次元モデルに様々な施工・
管理情報を付加して活用する仕組みで、後者はその概念を土木
工事にも活用しようとするもの

2階に設置され各建物を結ぶ歩
行者専用デッキ「イノベーショ
ンコリドー」。開放的な空間が、
人々の交流を促す

（代表企業　鹿島建設株式会社　https://www.kajima.co.jp/ ）
お問い合わせ　羽田みらい開発株式会社　https://haneda-innovation-city.com/ 
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先端医療研究センター
［2022 年開業］

研究開発拠点
［2022 年開業］

アート＆テクノロジーセンター
［2022 年開業］

先端モビリティセンター（1階）■ 施設概要

テスト路体験型商業施設（2 階）
足湯スカイデッキ（屋上）

区施策活用スペース 研究開発拠点 会議研修センター ライブホール 水素ステーション ARTIST VILLAGE

こは開発拠点でありながら、羽田とい
う開かれた場所に置かれた、ショー
ケースとしての役割を併せ持つ。ま
た、交流・連携創出拠点「Innovation 
Salon」も用意。コワーキングスペース
や会議室を設け、交流を促進するとと
もに、地域の金融機関が拠点を構える
ことで先端産業と地域企業のマッチン
グなども行う。
　2022年には先端医療研究センター
が開業する。再生医療や低侵襲治療※2

などに特化した臨床施設を併設する予
定だ。一方、対岸の川崎市に整備され
た「殿町国際戦略拠点 キング スカイフ
ロント」には多くのライフサイエンス
企業が集まっている。両者の持つ臨床
機能と研究が連携することで、日本の
医療の質を高める取り組みが期待され
る。
　これら様々な施設が入る複数の建物
は、イノベーションコリドーで結ばれ
人々の交流を促す。ここでは、アバ
ターロボットを介した遠隔からのコ
ミュニケーション支援や、警備や荷物
配送支援など、先端ロボットの実証実
験も行われる。今後清掃ロボットや案
内ロボットなど種類が増える予定で、
いろいろな機能を持ったロボットたち
が活躍する様子を目の当たりにできる

実証実験に
取り組みやすい環境が
イノベーションを生む

　首都圏の空の玄関口として親しまれ
てきた羽田空港。今年、国際線が大幅
に増便し、世界がさらに近くなる。し
かし、これまで空港と地域がうまく連
携できているとは言い難かった。特に
羽田空港がある大田区は、日本のもの
づくりを支えてきた高度な技術力を持
つ町工場の集積地。空港と地元の産業
がうまく結びつけば、世界に対して強
力に日本の技術力を発信できる。
　その実現に向けて、様々な実証実験

だろう。また、スマートシティモデル
で初めて自律走行バスが定期巡回する
予定だ。
　HICityの運営は9社が出資し、鹿島
が代表を務める羽田みらい開発が行
う。運営・管理には、BIM/CIM※3を活
用した空間情報データ連携基盤「３D 
K-Field」を用意。3次元の空間モデル
上で、上述の自律走行バスやロボット
が動く様子を可視化する。ロボットは
通常はメーカーごとに管理されるが、
それでは部分最適で全体の動きが分か
らない。鹿島が開発した空間情報デー
タ連携基盤を運用することで、全体最
適が可能になる。膨大に蓄積される
ビッグデータはAI（人工知能）を使っ
て解析し、管理の効率化や動線の改善
など多方面に活用されていくはずだ。

日本発のイノベーションを
羽田空港を通して世界へ

　東京都内に新たに出現するイノベー
ション拠点、HICity。先端企業が集う
ことで交流が生まれ、新たなテクノロ
ジーの創出が期待される。また、羽田
空港至近という立地は、進出企業に
とっても有利。例えば、ノーベル賞級
の科学者など忙しく時間がない海外要
人も、ここなら容易に視察をしてくれ

るだろう。世界第一級の “ 知 ” とのコ
ラボレーションが行われやすくなる。
　人々が行き交う場所で様々な実証実
験ができる HICity は、産業界からの
期待も大きい。既に 7 月 6 日から 1
週間、日本自動車工業会が自動運転の
公開実証実験を行う予定だ。また、ベ
ンチャー企業が投資家にアピールする
ピッチコンテストを行いたいという声
もある。
　HICity が 生 み 出 す オ ー プ ン イ ノ
ベーションが日本の課題を解決し、さ
らには羽田空港を通じてそのテクノロ
ジーを世界に発信していく。そんな未
来は、もうそこまで来ている。

を行う環境がここにできる。人々が行
き交う場所での新たなテクノロジーの
実験は、通常各種法律や届け出など
様々な制約条件があり簡単には行えな
い。しかしHICityにはこのような制約
条件が少ないため、比較的容易に行え
るというメリットがある。
　そもそもHICityの開発プロジェクト
は地元・大田区との官民連携事業で、地
域の課題解決が大きな目標の一つだ。
HICityが羽田空港と大田区を結ぶ紐

ちゅうたい
帯

となり、大田区、さらには全国各地の
課題を解決するためのテストベッドと
なることが期待される。そしてその過
程で生み出されるイノベーションこ

そ、日本の成長に貢献していく。

5つのテーマ
それぞれの試みを支える
多種多様な仕組み

　HICityは、「スマートモビリティ」「ス
マートヘルスケア」「スマートロボティ
クス」「スマートツーリズム」「スマート
マネジメント」をテーマに様々な取り
組みを行う予定だ。その実現に向け、

「先端モビリティ」「健康医療」「ロボ
ティクス」分野の企業向け研究開発拠
点を用意。例えばデンソーは自動運転
技術などの研究開発、実証を行うため
のテスト路を含む新拠点を設ける。こ


